
○ 平成２０年度の陳情項目

○

１．障害者にこれ以上の医療費負担を課すことなく、「名古屋市障害

者医療助成条例（障害者の医療費の助成）」については、今後も堅

持し助成をお願いしたい。

２．重度障害者タクシー料金助成制度の改正を要望します。

３．夜間透析の堅持のために夜間透析を行っている病院に対して助

成をお願いしたい。
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３．平成１８年夜間透析の診療報酬の加算を４割
引き下げた結果、医療機関の１３％が廃止および
縮小しており、名古屋市内でも影響が出ています。
主に就業透析患者のための夜間透析を堅持する
ため、名古屋市として、夜間透析を行っている医療
機関に助成をお願いしたい。

２．人工透析患者の平均年齢が６５才で、年々高齢化
しており、透析後は足腰がフラフラで危険な状態で
す。また、将来的には合併症のため、車いすで帰宅
する人が増大する傾向です。このため、せめて帰りの
タクシーチケット１５６乗車分の支給をお願いしたい。

１．私たちＮＰＯ法人名古屋市腎友会の会員（腎臓
者移植者含む）は、腎機能が低下し腎不全になっ
たことにより、一週間に三回、一回に４～５時間の
血液透析を受けなければ、生命を維持することが
できません。
 現在、名古屋市及び愛知県では障害者の医療費
助成制度のおかげで、自己負担分が助成されてい
ますが、私たちにこれ以上の医療費負担を課すこ
となく、障害者の医療費の助成については、今後も
堅持し、助成をお願いしたい。
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